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外
に
あ
っ
て
は
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
（
包
摂
的
）
な
政
策
を
進
め
て

国
際
社
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
（
存
在
感
）
を
高
め
、
内
に
お
い
て
は

外
交
を
支
え
た
強
固
な
政
権
基
盤
を
つ
く
る
過
程
で
敵
味
方
を
峻
別

し
、
政
敵
を
た
た
い
て
求
心
力
に
す
る
手
法
が
「
親
安
倍
」
と
「
反

安
倍
」
の
溝
を
深
く
し
た
。
第
二
次
政
権
以
後
、
八
年
余
の
安
倍
晋

三
元
首
相
の
外
交
を
内
政
と
の
対
比
で
振
り
返
る
と
、「
内
憂
外
患
」

な
ら
ぬ
「
内
勇
外
寛
」
の
構
図
が
浮
か
ん
で
く
る
。

党
派
を
超
え
た
米
国
で
の
評
価

　

二
〇
二
二
年
七
月
八
日
の
悲
劇
か
ら
間
も
な
い
頃
、
米
国
の
首
都

ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
れ
た
日
本
人
研
究
者
は
「
民
主
党
か
ら
も
共
和
党

か
ら
も
一
様
に
お
悔
や
み
と
『
安
倍
外
交
』
に
対
す
る
評
価
を
伝
え

ら
れ
た
」
と
話
す
。
安
倍
氏
と
言
え
ば
、
何
か
と
物
議
を
醸
し
た
共

和
党
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
と
の
緊
密
な
関
係
で
異
彩

を
放
っ
て
い
た
。
民
主
党
の
み
な
ら
ず
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
厳
し
い
共

和
党
の
有
力
者
が
向
け
る
視
線
は
さ
ぞ
か
し
冷
や
や
か
だ
っ
た
だ
ろ

う
と
思
い
き
や
、「
あ
の
ト
ラ
ン
プ
氏
を
、
よ
く
ぞ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
く
れ
た
」
と
絶
賛
一
色
だ
っ
た
と
い
う
。

　

米
連
邦
議
会
上
院
は
全
会
一
致
で
追
悼
決
議
を
可
決
し
、
多
く
の

国
が
安
倍
氏
の
死
を
惜
し
ん
だ
。
中
国
や
韓
国
で
見
ら
れ
た
安
倍
政

読
売
新
聞
編
集
委
員

伊
藤
俊
行

い
と
う　

と
し
ゆ
き　
一
九
六
四
年
生
ま
れ
。
八
八

年
早
稲
田
大
学
卒
、
読
売
新
聞
社
入
社
。
東
京
本

社
政
治
部
で
首
相
官
邸
、
自
民
党
、
外
務
省
な
ど

を
担
当
。
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
、
調
査
研
究
本
部
主

任
研
究
員
な
ど
を
経
て
国
際
部
長
、
編
集
局
次
長

兼
政
治
部
長
。
二
〇
二
〇
年
よ
り
現
職
。

―
―
安
倍
外
交
の
収
支

日
本
の
存
在
感
高
め
た
包
摂
性

最後に出席したG7となった
2019 年仏ビアリッツ・サミッ
トでトランプ米大統領と会談
する安倍首相（時事）
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権
を
改
め
て
否
定
す
る
反
応
の
大
き
さ
も
、「
悪
名
は
無
名
に
勝
る
」

の
言
葉
通
り
、
か
え
っ
て
安
倍
氏
の
存
在
感
を
印
象
づ
け
た
。

　

党
派
を
超
え
た
米
国
で
の
安
倍
氏
に
対
す
る
評
価
は
、
安
倍
外
交

の
核
心
を
知
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
。

　

安
倍
氏
が
ト
ラ
ン
プ
氏
の
懐
に
飛
び
込
ん
だ
の
は
、
米
大
統
領
が

誰
で
あ
れ
、
日
米
同
盟
に
亀
裂
が
入
れ
ば
、
日
本
の
安
全
と
繁
栄
が

損
な
わ
れ
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。
た
だ
し
、
唯
々
諾
々
と
し
て
い
た

の
で
は
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
大
統
領
在
任
中
、
し
ば
し
ば
「
晋
三

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
」
と
助
言
を
求
め
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
（
米
国
第
一
主
義
）」
を
後
押
し
す
る
言

葉
を
期
待
し
て
で
は
な
い
。
米
国
の
大
統
領
が
無
視
で
き
な
い
ほ
ど

国
際
社
会
で
の
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
高
ま
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

欧
州
の
首
脳
と
そ
り
の
合
わ
な
か
っ
た
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
安
倍
氏
の

声
を
聞
き
た
が
っ
た
。

　

実
際
、ト
ラ
ン
プ
政
権
が
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
か
ら
の
離
脱
を
決
め
た
後
も
、
日
本
が
主
導
し
て
米
国
抜
き

の
一
一
ヵ
国
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
イ
レ
ブ
ン
を
始
動
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
こ
と

で
安
倍
氏
が
ト
ラ
ン
プ
氏
に
睨
ま
れ
た
と
は
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な

い
。
む
し
ろ
、「
ト
ラ
ン
プ
氏
の
本
音
を
聞
け
る
民
主
主
義
国
た
だ

一
人
の
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
の
存
在
感
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
公
共
財
と
位
置
付
け
る
安
倍
氏

の
取
り
組
み
を
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
提
唱
し
た
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
政
権
で
外

交
政
策
に
関
わ
っ
た
民
主
党
指
導
層
が
注
目
し
た
の
も
、
安
倍
外
交

の
底
流
に
国
際
協
調
主
義
を
見
た
か
ら
だ
。

「
防
波
堤
」
と
し
て
の
多
国
間
枠
組
み

　

米
国
は
オ
バ
マ
政
権
の
頃
か
ら
「
世
界
の
警
察
官
」
で
あ
る
こ
と

を
や
め
た
。
中
国
の
政
治
的
、
経
済
的
、
軍
事
的
台
頭
で
米
中
の
力

の
バ
ラ
ン
ス
も
変
わ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
米
欧
中
心
に
築
か
れ
た
国

際
秩
序
に
挑
戦
す
る
行
為
を
繰
り
返
す
核
保
有
国
の
中
国
と
北
朝
鮮

に
隣
接
し
、「
失
わ
れ
た
三
〇
年
」
の
間
に
経
済
で
も
プ
レ
ゼ
ン
ス

が
低
下
し
て
い
た
日
本
で
は
、
国
防
や
通
商
を
米
国
に
過
度
に
依
存

す
る
状
態
へ
の
懐
疑
も
さ
さ
や
か
れ
始
め
て
い
た
。

　

そ
の
中
で
安
倍
氏
は
、
不
穏
化
す
る
国
際
情
勢
で
「
防
波
堤
」
に

な
り
得
る
多
国
間
の
重
層
的
な
枠
組
み
を
作
る
戦
略
に
着
手
し
た
。

そ
れ
が
日
米
同
盟
に
代
わ
る
枠
組
み
の
模
索
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、

安
倍
氏
が
ま
ず
、
国
家
安
全
保
障
戦
略
の
制
定
や
国
家
安
全
保
障
局

の
設
置
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
限
定
的
に
認
め
る
新
た
な
憲
法

解
釈
と
安
全
保
障
法
制
、
特
定
秘
密
保
護
法
の
実
現
な
ど
、
日
米
同

盟
の
足
腰
を
強
く
す
る
作
業
か
ら
始
め
た
こ
と
で
明
ら
か
だ
。

　

自
ら
の
国
は
自
ら
守
る
姿
勢
と
仕
組
み
を
明
確
に
し
、
日
米
同
盟

を
、「
米
国
の
好
意
」
頼
み
か
ら
、
よ
り
双
方
向
の
関
係
に
引
き
上
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げ
よ
う
と
し
た
。
経
済
面
で
も
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
成
長
の
実

現
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
、
国
力
の
最
低
限
の
「
土
台
」
を
立
て
直

す
こ
と
で
、
強
国
の
顔
色
を
う
か
が
い
、
目
の
前
の
面
倒
を
避
け
る

だ
け
の
外
交
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
腐
心
し
た
。

　

土
台
を
固
め
な
が
ら
「
地
球
儀
を
俯
瞰
す
る
外
交
」
に
乗
り
出
し

た
安
倍
氏
を
貫
い
て
い
た
目
標
が
、「
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
」

だ
っ
た
。二
国
間
関
係
で
も
単
に
相
手
国
を
訪
問
す
る
の
で
は
な
く
、

日
本
の
経
済
界
か
ら
同
行
を
募
る
例
が
目
立
っ
た
。
相
手
国
と
の
ビ

ジ
ネ
ス
関
係
を
太
く
す
る
こ
と
は
、
口
先
で
友
好
を
唱
え
る
よ
り
効

果
的
と
見
た
か
ら
だ
。
成
長
戦
略
の
一
環
に
位
置
付
け
た
イ
ン
フ
ラ

（
社
会
資
本
）
輸
出
に
も
、
同
じ
よ
う
な
発
想
が
あ
っ
た
。

　

外
交
は
あ
く
ま
で
も
、
安
倍
氏
の
言
う
「
美
し
い
国
」
を
守
る
手

段
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
自
ら
の
思
想
信
条
の
対
外
的
な
発
露
に
は
慎

重
だ
っ
た
。
安
倍
氏
に
は
「
当
然
」
の
靖
国
神
社
参
拝
を
首
相
在
任

中
に
は
抑
制
し
て
い
た
の
も
、
国
際
社
会
を
憲
法
前
文
に
あ
る
「
平

和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
」
に
あ
ふ
れ
た
場
と
は
と
ら
え

ず
、
弱
肉
強
食
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
と
見
な
し
、
外
で
事
を
構
え
る
リ
ス

ク
を
最
小
化
す
る
手
立
て
を
冷
徹
に
考
え
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
、
相
違
点
を
強
調
す
る
よ
り
一
致
点
を
探
る
場
面
が
目

立
っ
た
外
交
姿
勢
と
、
一
致
点
よ
り
相
違
点
を
強
調
し
が
ち
だ
っ
た

国
内
で
の
振
る
舞
い
と
の
落
差
を
生
む
背
景
に
も
な
っ
た
。

排
他
的
性
格
薄
め
た
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ

　

資
源
や
生
活
必
需
品
の
多
く
を
輸
入
に
依
存
す
る
日
本
に
は
、
安

全
な
自
由
貿
易
を
保
証
す
る
国
際
秩
序
が
欠
か
せ
な
い
。
た
だ
、
安

倍
氏
は
日
本
外
交
の
伝
統
的
な
「
国
連
中
心
主
義
」
に
は
冷
淡
に
見

え
た
。
隣
国
の
ロ
シ
ア
や
中
国
が
国
連
安
全
保
障
理
事
会
で
拒
否
権

を
持
つ
限
り
日
本
周
辺
の
危
機
で
は
機
能
し
な
い
と
見
切
り
、
そ
の

分
、
日
米
同
盟
に
加
え
、
日
米
と
豪
州
、
イ
ン
ド
で
構
成
す
る
「
ク

ア
ッ
ド
」
な
ど
、
新
た
な
多
国
間
関
係
を
重
層
的
に
推
進
し
た
。

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
で
重
層
的
な
安
倍
外
交
の
象
徴
は
、「
自
由
で

開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）
で
あ
る
。

　

源
流
は
、
自
民
党
の
麻
生
太
郎
副
総
裁
が
外
相
、
首
相
当
時
に
打

ち
出
し
た
「
自
由
と
繁
栄
の
弧
」
だ
が
、そ
こ
に
あ
っ
た
民
主
主
義
、

人
権
、
法
の
支
配
と
い
っ
た
価
値
観
を
共
有
す
る
国
々
と
の
連
携
を

通
じ
た
「
中
国
封
じ
込
め
」
と
も
受
け
止
め
ら
れ
た
排
他
的
な
性
格

は
、
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
で
は
薄
め
ら
れ
て
い
た
。

　

当
初
は
「
価
値
観
外
交
」
の
焼
き
直
し
と
見
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
も

の
の
、
民
主
主
義
や
人
権
を
強
調
す
る
と
二
の
足
を
踏
む
国
が
あ
る

こ
と
を
念
頭
に
、「
自
由
で
開
か
れ
て
い
れ
ば
い
い
」
と
い
う
緩
い

基
準
で
賛
同
国
を
増
や
し
た
。
安
倍
氏
は
「
中
国
に
も
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
は

開
か
れ
て
い
る
」
と
も
明
言
し
た
。
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包
摂
性
は
、
ト
ル
コ
の
タ
イ
イ
ッ
プ
・
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
ら
と

良
好
な
関
係
を
築
い
た
よ
う
に
、
強
権
的
な
政
治
指
導
者
と
の
対
話

に
も
表
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
彼
ら
を
魅
了
す
る
し
た
た
か
さ
と
明

る
さ
は
、
安
倍
氏
の
強
力
な
「
武
器
」
だ
っ
た
。

　

中
国
と
の
間
の
緊
張
や
、
韓
国
と
の
冷
え
切
っ
た
関
係
を
振
り
返

る
と
、
安
倍
外
交
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
だ
っ
た
と
す
る
見
方
に
反
論

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

確
か
に
、
領
土
問
題
で
中
国
に
隙
を
見
せ
る
こ
と
は
、
厳
し
く
戒

め
た
。
政
権
復
帰
直
後
、
民
主
党
政
権
（
二
〇
〇
九
～
一
二
年
）
が

沖
縄
県
の
尖
閣
諸
島
周
辺
を
国
有
化
し
な
が
ら
、
警
戒
態
勢
を
緩
め

て
い
た
と
報
告
を
受
け
、
た
だ
ち
に
警
備
強
化
を
指
示
し
、
海
上
保

安
庁
の
増
強
を
進
め
た
の
は
そ
の
好
例
だ
。
歴
史
認
識
で
も
中
国
や

韓
国
の
主
張
に
与
し
な
か
っ
た
。
安
倍
氏
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
強

硬
な
姿
勢
に
作
用
し
た
面
は
あ
る
に
せ
よ
、
国
際
法
や
国
際
秩
序
を

軽
視
し
て
身
勝
手
な
言
い
分
が
ま
か
り
通
る
世
界
を
黙
認
す
れ
ば
、

日
本
の
安
全
と
繁
栄
は
守
れ
な
い
と
確
信
し
て
い
た
。

　

譲
れ
な
い
一
線
を
明
確
に
引
く
反
面
、
当
初
は
批
判
的
だ
っ
た
中

国
の
習
近
平
国
家
主
席
が
進
め
る
巨
大
経
済
圏
「
一
帯
一
路
」
に
一

定
の
評
価
を
与
え
、
協
力
も
あ
り
得
る
と
方
針
転
換
し
た
。
後
に
反

故
に
さ
れ
た
と
は
い
え
、
慰
安
婦
問
題
を
め
ぐ
る
「
最
終
決
着
」
を

韓
国
の
朴
槿
恵
政
権
と
の
間
で
も
つ
け
た
。
そ
こ
に
、
安
倍
外
交
の

柔
軟
性
と
包
摂
性
が
表
れ
て
い
る
。
自
民
党
総
裁
と
し
て
党
務
を
預

け
る
幹
事
長
に
、
中
国
と
良
好
な
関
係
に
あ
っ
た
宏
池
会
（
現
在
の

岸
田
派
）
の
流
れ
を
引
く
谷
垣
禎
一
氏
や
、党
内
随
一
の
「
親
中
派
」

と
目
さ
れ
た
二
階
俊
博
氏
を
就
け
た
こ
と
に
も
、
安
倍
氏
な
り
の
中

国
に
対
す
る
配
慮
が
に
じ
ん
で
い
た
。

長
期
政
権
が
可
能
に
し
た
戦
略
的
外
交

　

長
期
政
権
だ
か
ら
こ
そ
、
国
際
会
議
で
の
発
言
力
と
存
在
感
が
高

ま
っ
た
面
も
あ
る
。

　

二
〇
一
四
年
に
ロ
シ
ア
が
一
方
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ク
リ
ミ
ア
併

合
を
宣
言
し
て
主
要
八
ヵ
国
（
Ｇ
８
）
か
ら
排
除
さ
れ
、
ベ
ル
ギ
ー

の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
先
進
七
ヵ
国
（
Ｇ
７
）
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）

が
開
か
れ
た
時
の
こ
と
。
同
席
し
て
い
た
外
交
官
に
よ
る
と
、
欧
米

諸
国
の
間
で
対
ロ
非
難
の
文
言
を
め
ぐ
る
対
立
が
あ
り
、
険
悪
な

ム
ー
ド
さ
え
漂
っ
た
。
す
る
と
、
無
言
で
メ
モ
を
取
っ
て
い
た
安
倍

氏
が
お
も
む
ろ
に
発
言
を
求
め
た
。
メ
モ
に
は
各
首
脳
の
主
張
の
ポ

イ
ン
ト
が
整
理
さ
れ
て
い
て
、「
共
通
し
て
い
る
点
は
こ
こ
だ
」
と

安
倍
氏
が
口
を
開
く
と
、
膠
着
し
て
い
た
会
議
が
動
き
出
し
た
。　

　

ア
ジ
ア
唯
一
の
参
加
国
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
政
権
復
帰
か
ら
二

年
以
上
が
過
ぎ
、
国
際
会
議
で
も
馴
染
み
の
顔
に
な
っ
て
い
た
か
ら

こ
そ
、
安
倍
氏
の
発
言
に
各
国
首
脳
が
耳
を
傾
け
、
尊
重
し
た
。
政
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権
終
盤
に
な
る
と
、
Ｇ
７
首
脳
で
安
倍
氏
よ
り
長
く
ト
ッ
プ
の
座
に

あ
っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
首
相
を
一
六
年
務
め
た
ア
ン
ゲ
ラ
・
メ
ル
ケ

ル
氏
だ
け
に
な
っ
て
い
た
。

頻
繁
な
選
挙
が
も
た
ら
す
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

　

外
交
の
仕
掛
け
が
実
を
結
ぶ
に
は
、
時
間
が
か
か
る
。
そ
の
意
味

で
、憲
政
史
上
最
長
と
な
っ
た
安
倍
氏
の
首
相
在
任
期
間
の
長
さ
は
、

安
倍
外
交
の
最
大
の
強
み
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　

長
期
政
権
は
国
政
選
挙
で
前
人
未
踏
の
六
連
勝
を
果
た
し
た
結
果

だ
が
、
少
な
く
と
も
二
〇
一
四
年
、
一
七
年
の
総
選
挙
は
大
義
も
乏

し
く
、
与
党
さ
え
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
抜
き
打
ち
選
挙
だ
っ
た
。

民
主
党
政
権
末
期
に
進
ん
だ
多
党
化
が
現
行
の
選
挙
制
度
で
は
政

権
党
に
有
利
だ
と
知
っ
て
い
た
安
倍
氏
は
、「
悪
夢
の
民
主
党
政
権
」

と
繰
り
返
し
て
野
党
再
結
集
を
牽
制
し
、
多
弱
状
態
が
解
消
さ
れ
な

い
う
ち
に
選
挙
を
仕
掛
け
、
任
期
を
リ
セ
ッ
ト
し
た
。

　

そ
こ
に
、
副
作
用
が
生
ま
れ
た
。

　

安
倍
外
交
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
イ
ン
フ
ラ
輸
出
の
促
進
な
ど
民
主
党
政
権

の
取
り
組
み
も
継
承
し
て
い
た
の
に
、
前
政
権
を
否
定
し
、
違
い
ば

か
り
強
調
す
れ
ば
日
本
外
交
の
継
続
性
へ
の
懐
疑
を
招
く
こ
と
に
な

る
。

　

ま
た
、
頻
繁
な
選
挙
は
、「
不
人
気
な
政
策
は
先
送
り
す
る
」
と

い
う
大
衆
迎
合
型
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
助
長
し
や
す
い
。

　

例
え
ば
、
新
し
い
安
全
保
障
法
制
が
成
立
し
た
一
五
年
は
、
翌
年

に
Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
を
控
え
な
が
ら
、
二
〇
〇
〇
年
に
採
択

さ
れ
た
国
連
組
織
犯
罪
防
止
条
約
の
批
准
に
必
要
な
共
謀
罪
（
一
八

年
に
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
と
し
て
成
立
）
の
導
入
を
見
送
っ
て
い
る
。

　

国
際
的
な
犯
罪
組
織
の
情
報
を
共
有
し
て
犯
行
を
未
然
に
防
ぐ
仕

組
み
は
テ
ロ
対
策
で
も
有
効
と
さ
れ
な
が
ら
、
共
謀
罪
の
評
判
は
悪

く
、
三
度
の
廃
案
を
含
め
、
放
置
さ
れ
続
け
た
。
テ
ロ
対
策
が
課
題

だ
っ
た
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
前
に
は
動
く
と
の
見
方
も
裏
切
ら
れ

た
。
一
六
年
参
院
選
を
控
え
て
不
人
気
案
件
を
二
つ
も
扱
え
な
い
と

考
え
た
政
権
が
、
安
保
法
制
を
優
先
し
た
た
め
だ
。
当
時
、
同
条
約

未
批
准
だ
っ
た
の
は
数
ヵ
国
、
Ｇ
７
で
は
日
本
だ
け
だ
っ
た
。

官
邸
主
導
が
も
た
ら
し
た
成
果
と
混
乱

　

頻
繁
な
選
挙
で
政
権
基
盤
を
固
め
る
一
方
、
各
省
任
せ
だ
っ
た
人

事
に
内
閣
人
事
局
を
使
っ
て
関
与
を
強
め
る
こ
と
で
霞
が
関
を
掌
握

し
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
首
相
官
邸
が
グ
リ
ッ
プ
し
た
態
勢
に
も
功
罪

が
あ
っ
た
。
対
外
関
係
で
は
首
脳
外
交
に
力
点
が
置
か
れ
、
日
本
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
は
資
す
る
一
方
、
首
相
官
邸
で
安
倍
氏
を
支
え

た
中
央
省
庁
出
身
の
「
官
邸
官
僚
」
が
力
を
蓄
え
、
政
権
後
半
に
な

る
と
外
務
省
の
頭
越
し
に
対
外
交
渉
を
進
め
る
場
面
が
増
え
た
。
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両
者
の
相
互
不
信
が
結
果
と
し
て
安
倍
外
交
の
失
敗
例
と
な
っ
た

の
が
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

安
倍
氏
自
身
、
外
相
秘
書
と
し
て
仕
え
た
父
、
安
倍
晋
太
郎
元
外

相
の
北
方
領
土
問
題
に
対
す
る
思
い
入
れ
を
受
け
継
い
で
い
た
こ
と

も
あ
り
、
北
方
四
島
で
の
ロ
シ
ア
と
の
共
同
経
済
活
動
を
展
開
し
な

が
ら
共
通
利
益
を
醸
成
し
、
二
島
の
引
き
渡
し
で
平
和
条
約
締
結
に

進
む
と
い
う
官
邸
官
僚
の
ア
イ
デ
ア
に
乗
っ
た
。
外
務
省
の
危
惧
と

裏
腹
に
、
首
相
官
邸
が
高
め
た
期
待
感
は
二
〇
一
六
年
末
に
ウ
ラ

ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
安
倍
氏
の
地
元
・
山
口
県
で
首
脳

会
談
に
臨
む
に
至
り
、
最
高
潮
に
達
し
た
。

　

し
か
し
、
領
土
問
題
は
動
か
な
か
っ
た
。

　

強
い
大
統
領
の
も
と
で
な
け
れ
ば
領
土
問
題
の
解
決
は
難
し
い
と

い
う
見
立
て
は
理
解
で
き
て
も
、
強
権
的
姿
勢
を
顕
わ
に
し
始
め
て

い
た
プ
ー
チ
ン
氏
の
変
化
を
甘
く
見
た
官
邸
官
僚
が
外
交
を
振
り
回

し
た
構
図
は
、
長
期
政
権
ゆ
え
の
不
幸
だ
っ
た
。

　

同
様
の
光
景
は
、
イ
ン
フ
ラ
輸
出
を
め
ぐ
り
、
官
邸
官
僚
、
国
際

協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
と
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と
の

間
の
摩
擦
と
な
っ
て
表
れ
た
。
成
長
戦
略
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
相

手
国
の
企
業
の
技
術
水
準
で
は
満
た
せ
な
い
条
件
で
事
業
を
提
案

し
、
日
本
企
業
が
受
注
す
る
よ
う
に
仕
向
け
る
手
法
が
目
立
っ
た
た

め
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
側
が
「
国
際
ル
ー
ル
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
途

上
国
と
の
長
年
の
信
頼
関
係
を
損
な
う
」と
懸
念
を
示
し
た
こ
と
だ
。

　

海
外
か
ら
「
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
（
日
本
第
一
主
義
）」
と

否
定
的
な
反
応
が
相
次
い
だ
政
策
も
あ
っ
た
。
一
九
年
の
国
際
捕
鯨

委
員
会
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）
脱
退
で
あ
る
。
国
内
の
静
け
さ
と
は
正
反
対
に
、

欧
州
や
豪
州
か
ら
「
気
に
入
ら
な
い
か
ら
脱
退
す
る
と
い
う
な
ら
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
と
同
じ
だ
」
と
批
判
が
噴
出
し
た
。
安
倍
氏
の
地
元

に
捕
鯨
拠
点
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
反
発
を
増
幅
さ
せ
た
。

　

政
治
の
営
み
に
は
常
に
功
罪
が
つ
い
て
回
る
。
そ
れ
で
も
安
倍
外

交
の
収
支
が
大
き
な
「
黒
字
」
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

た
だ
、
こ
の
黒
字
が
岸
田
文
雄
政
権
に
と
っ
て
「
貯
金
」
か
と
言

え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
あ
る
外
交
官
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
変
化

の
早
い
国
際
社
会
で
は
、「
外
交
に
貯
金
な
し
」
で
あ
る
。
外
交
を

綱
引
き
に
例
え
、「
綱
を
引
か
な
け
れ
ば
負
け
る
。
ど
ん
な
に
苦
し

く
て
も
引
き
続
け
る
し
か
な
い
」
と
の
指
摘
は
示
唆
に
富
む
。

　

安
倍
氏
が
築
い
た
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
し
、高
め
る
に
は
、

綱
を
懸
命
に
引
き
続
け
る
し
か
な
い
。
内
政
で
敵
と
味
方
を
分
断
す

る
や
り
方
が
外
交
を
含
む
政
策
全
般
に
与
え
た
負
の
側
面
を
考
え
る

な
ら
、「
内
勇
外
寛
」
を
、
内
政
で
も
包
摂
性
に
目
配
り
し
た
「
内

優
外
寛
」
に
発
展
さ
せ
る
視
点
も
要
る
。
安
倍
外
交
が
残
し
た
道
標

と
課
題
に
目
を
こ
ら
し
、手
入
れ
を
怠
ら
ず
に
歩
き
続
け
る
こ
と
が
、

安
倍
氏
の
業
績
に
報
い
る
最
善
の
方
法
だ
と
思
え
る
。
●




